
(57)【要約】

【課題】電線と端子金具とが異種金属であっても、低コ

ストで接続できる接続構造を提供する。

【解決手段】電線の端末部の絶縁層が除去されることに

より露出された例えばアルミ製の芯線に、例えば銅合金

製の中間キャップを被覆し、この中間キャップを包囲す

るように例えば銅合金製のオープンバレル型の端子金具

のカシメ片を圧着させる。中間キャップは端子金具と同

種の金属で形成されているから、中間キャップと端子金

具との接続部が外部に露出していても、両者の間で電食

は生じない。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
芯 線 に 絶 縁 層 を 被 覆 し て な る 電 線 と 、 前 記 芯 線 と は 異 種 の 金 属 に よ っ て 形 成 さ れ 、 カ シ メ
片 を 備 え た オ ー プ ン バ レ ル 状 を な す 電 線 接 続 部 を 有 す る 端 子 金 具 と の 接 続 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 電 線 の 端 末 部 の 絶 縁 層 が 除 去 さ れ る こ と に よ り 露 出 さ れ た 前 記 芯 線 に 中 間 キ ャ ッ プ
を 被 覆 し 、 こ の 中 間 キ ャ ッ プ を 包 囲 す る よ う に 前 記 カ シ メ 片 を 圧 着 さ せ 、 前 記 中 間 キ ャ ッ
プ が 前 記 端 子 金 具 と 同 種 の 金 属 等 の 前 記 端 子 金 具 と の 間 で 電 食 を 生 じ さ せ な い 材 料 に よ り
形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 電 線 と 端 子 金 具 と の 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 芯 線 と 前 記 中 間 キ ャ ッ プ と の 間 に 防 水 用 の 充 填 材 が 充 填 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 電 線 と 端 子 金 具 と の 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 充 填 材 に 金 属 粉 が 混 合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 線 と 端 子 金 具
と の 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 絶 縁 層 の 端 末 部 に 防 水 性 の 弾 性 部 材 を 外 嵌 し 、 そ の 弾 性 部 材 に 前 記 中 間 キ ャ ッ プ の 開
口 端 を 外 嵌 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 電 線 と 端
子 金 具 と の 接 続 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 線 と 端 子 金 具 と の 接 続 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 電 気 自 動 車 に 使 用 さ れ る 動 力 用 の 電 線 で は 、 そ の 軽 量 化 を 図 る た め に 、 銅 合 金
製 の 従 来 の 芯 線 に 代 え て ア ル ミ 製 の 芯 線 を 使 用 す る こ と が 考 え ら れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 電 線 を 端 子 金 具 に 導 通 接 続 さ せ る に あ た っ て 、 電 線 の 芯 線 と 端 子 金 具 と が 異
種 の 金 属 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 場 合 に は 、 両 者 の 接 続 部 分 に 水 分 が 介 在 す る と 両 金 属 が
水 中 に イ オ ン と し て 溶 け 込 ん で 電 気 化 学 的 反 応 に よ っ て 腐 食 が 進 行 す る 電 食 が 発 生 す る こ
と が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 電 線 と 接 続 さ せ る 端 子 金 具 と し て は 、 そ の コ ス ト 面 か ら 、 電 線 接 続 部 が 底 板 の 両
側 縁 か ら カ シ メ 片 を 立 ち 上 げ て な る オ ー プ ン バ レ ル 型 の も の を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ う す る と 、 ア ル ミ 製 の 芯 線 の 電 線 を 使 用 す る 場 合 に は 、 ア ル ミ 製 の オ ー プ ン バ レ ル 型
端 子 金 具 を 使 用 す る こ と が 最 も 好 ま し い の で あ る が 、 ア ル ミ 製 の オ ー プ ン バ レ ル 型 端 子 金
具 は 、 カ シ メ 片 の 強 度 を 充 分 に 確 保 で き な い と い う 問 題 が あ り 、 実 用 的 で は な い 。 か と い
っ て 、 従 来 の 銅 合 金 製 の オ ー プ ン バ レ ル 型 端 子 金 具 を 使 用 し た 場 合 に は 、 上 述 し た よ う に
電 食 が 起 き る と い う 問 題 が あ る 。 こ の た め こ れ ま で は 、 ア ル ミ 製 の 芯 線 の 電 線 を 使 用 す る
場 合 に は 、 端 子 金 具 と し て 芯 線 部 分 全 体 を 覆 う 筒 型 接 続 部 を 備 え た ク ロ ー ズ ド バ レ ル 型 の
も の を 使 用 せ ざ る を 得 ず 、 そ の 高 い 生 産 コ ス ト に 悩 ま さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 電 線 と 端 子 金 具 と が 異 種 金 属 で あ っ
て も 、 低 コ ス ト で 接 続 で き る 電 線 と 端 子 金 具 と の 接 続 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も
の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た 請 求 項 １ の 発 明 は 、 芯 線 に 絶 縁 層 を 被 覆 し て な る 電
線 と 、 前 記 芯 線 と は 異 種 の 金 属 に よ っ て 形 成 さ れ 、 カ シ メ 片 を 備 え た オ ー プ ン バ レ ル 状 を
な す 電 線 接 続 部 を 有 す る 端 子 金 具 と の 接 続 構 造 で あ っ て 、 前 記 電 線 の 端 末 部 の 絶 縁 層 が 除
去 さ れ る こ と に よ り 露 出 さ れ た 前 記 芯 線 に 中 間 キ ャ ッ プ を 被 覆 し 、 こ の 中 間 キ ャ ッ プ を 包
囲 す る よ う に 前 記 カ シ メ 片 を 圧 着 さ せ 、 前 記 中 間 キ ャ ッ プ が 前 記 端 子 金 具 と 同 種 の 金 属 等
の 前 記 端 子 金 具 と の 間 で 電 食 を 生 じ さ せ な い 材 料 に よ り 形 成 さ れ て い る と こ ろ に 特 徴 を 有
す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 電 線 と 端 子 金 具 と の 接 続 構 造 で あ っ て 、 前 記
芯 線 と 前 記 中 間 キ ャ ッ プ と の 間 に 防 水 用 の 充 填 材 が 充 填 さ れ て い る と こ ろ に 特 徴 を 有 す る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 線 と 端 子 金 具 と の 接 続 構 造 で あ っ て 、 前 記 充 填
材 に 金 属 粉 が 混 合 さ れ て い る と こ ろ に 特 徴 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 電 線 と 端 子 金 具 と の 接
続 構 造 で あ っ て 、 前 記 絶 縁 層 の 端 末 部 に 防 水 性 の 弾 性 部 材 を 外 嵌 し 、 そ の 弾 性 部 材 に 前 記
中 間 キ ャ ッ プ の 開 口 端 を 外 嵌 さ せ る と こ ろ に 特 徴 を 有 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 ま ず 電 線 の 端 末 部 に 露 出 さ れ た 芯 線 に 中 間 キ ャ ッ プ を 被
覆 し て 芯 線 と 中 間 キ ャ ッ プ と を 導 通 接 続 し 、 そ の 後 そ の 中 間 キ ャ ッ プ と 端 子 金 具 と を 導 通
接 続 す る こ と に よ り 、 電 線 と 端 子 金 具 と が 導 通 接 続 さ れ て い る 構 成 で あ る 。 こ の 時 、 芯 線
と 中 間 キ ャ ッ プ と は 異 種 の 金 属 等 に よ っ て 形 成 さ れ て い る が 、 両 者 の 接 続 部 分 は 外 部 に 露
出 さ れ る こ と が な い た め 、 水 分 に よ っ て 電 食 が 発 生 す る こ と は な い 。 ま た 、 中 間 キ ャ ッ プ
と 端 子 金 具 と は 、 同 種 の 金 属 等 に よ っ て 形 成 さ れ て い る た め 、 両 者 の 接 続 部 分 が 外 部 に 露
出 さ れ て 水 分 に 触 れ る こ と が あ っ て も 、 両 者 間 で 電 食 は 発 生 し な い 。 よ っ て 、 オ ー プ ン バ
レ ル 型 の 端 子 金 具 を 使 用 す る こ と が 可 能 と な り 、 従 来 の よ う に ク ロ ー ズ ド バ レ ル の 端 子 を
使 用 す る 場 合 と 比 較 し て コ ス ト を 低 減 さ せ る こ と が で き る と い う 作 用 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 芯 線 と 中 間 キ ャ ッ プ と の 間 に は 防 水 用 の 充 填 材 が 充 填
さ れ る 構 成 で あ る か ら 、 両 者 の 間 に 水 分 が 入 り 込 む こ と を 確 実 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 充 填 材 に は 金 属 粉 が 混 合 さ れ る 構 成 で あ る か ら 、 中
間 キ ャ ッ プ と 芯 線 と の 間 に 充 填 材 を 介 在 さ せ る 場 合 で も 、 両 者 の 電 気 的 導 通 を 確 実 に す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ の 発 明 の よ う に 、 絶 縁 層 の 端 末 部 に 防 水 性 の 弾 性 部 材 を 外 嵌 さ せ 、 そ の
弾 性 部 材 に 中 間 キ ャ ッ プ の 開 口 端 を 外 嵌 さ せ る こ と に よ り 、 芯 線 と 中 間 キ ャ ッ プ と の 間 に
水 分 が 入 り 込 む こ と を 防 止 す る 構 成 と し て も し て も よ い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 具 体 化 し た 一 実 施 形 態 を 図 １ 乃 至 図 ５ を 参 照 し て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態
で は 、 ア ル ミ 製 の 芯 線 を 絶 縁 被 覆 し て な る 電 線 と 、 銅 合 金 製 の 端 子 金 具 と を 接 続 さ せ る 場
合 の 接 続 構 造 の 一 例 を を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 電 線 １ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 複 数 の 細 い ア ル ミ 線 を 撚 り 合 わ せ て な る 芯 線 １ １ を 樹
脂 製 の 絶 縁 層 １ ２ で 被 覆 し た も の で あ り 、 そ の 端 末 部 に お い て は 、 絶 縁 層 １ ２ が 剥 き 取 ら
れ て 芯 線 １ １ が 露 出 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 一 方 、 端 子 金 具 ２ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 肉 厚 の 銅 合 金 板 材 か ら な り 、 全 体 と し て 前
後 方 向 に 細 長 い 形 状 を な し て い る 。 端 子 金 具 ２ ０ の 前 端 部 （ 図 ２ 中 左 側 ） は 平 板 状 の 機 器
接 続 部 ２ １ と さ れ 、 こ の 機 器 接 続 部 ２ １ に は 接 続 孔 ２ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 端 子 金 具 ２ ０
の 後 端 部 に は 、 オ ー プ ン バ レ ル 状 の 、 即 ち 底 板 ２ ３ の 左 右 両 側 縁 か ら 一 対 の カ シ メ 片 ２ ４
， ２ ４ を 立 ち 上 げ た 形 態 を な す 電 線 圧 着 部 ２ ５ （ 本 発 明 の 構 成 要 件 で あ る 電 線 接 続 部 ） が
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 電 線 の 端 末 部 の 芯 線 に は 、 上 記 端 子 金 具 ２ ０ と 同 種 の 銅 合 金 製 の 中 間 キ ャ ッ プ ３ ０
が 被 覆 さ れ る 。 中 間 キ ャ ッ プ ３ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 一 方 側 が 閉 じ ら れ た 筒 状 を な し
て お り 、 電 線 １ ０ の 端 末 部 の 芯 線 １ １ か ら 絶 縁 層 １ ２ の 先 端 部 ま で 覆 う こ と が 可 能 な よ う
に 、 長 さ 方 向 の 途 中 に お い て 段 部 ３ １ が 形 成 さ れ て そ の 端 縁 側 が 径 大 と な る 形 態 と さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 電 線 １ ０ お よ び 端 子 金 具 ２ ０ を 接 続 さ せ る 場 合 に は 、 ま ず 、 電 線
１ ０ の 端 末 部 お よ び 中 間 キ ャ ッ プ ３ ０ の 内 壁 に 充 填 材 ４ ０ を 塗 布 す る 。 充 填 材 ４ ０ は 防 水
性 の 合 成 樹 脂 か ら な り 、 こ の 樹 脂 中 に は 例 え ば 亜 鉛 等 の 金 属 粉 末 が 予 め 混 合 さ れ て い る 。
そ し て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 電 線 １ ０ の 端 末 部 の 芯 線 １ １ お よ び 絶 縁 層 １ ２ を 覆 う よ う に
中 間 キ ャ ッ プ ３ ０ を 被 覆 す る 。 す る と 、 電 線 １ ０ の 芯 線 １ １ と 中 間 キ ャ ッ プ ３ ０ と の 間 に
充 填 材 ４ ０ が 薄 く 押 し 広 げ ら れ 、 両 者 間 の 隙 間 を 埋 め 込 む 。 こ れ に よ り 、 電 線 １ ０ と 中 間
キ ャ ッ プ ３ ０ と の 間 に 水 分 が 入 り 込 む こ と が 確 実 に 防 止 さ れ る 。 ま た 、 充 填 材 中 の 金 属 粉
末 に よ り 、 芯 線 １ １ と 中 間 キ ャ ッ プ ３ ０ と の 電 気 的 導 通 が 確 実 に な さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 中 間 キ ャ ッ プ ３ ０ が 被 覆 さ れ た 電 線 １ ０ の 端 末 部 を 端 子 金 具 ２ ０ の 底 板 ２ ３ 上 に
載 置 し 、 中 間 キ ャ ッ プ ３ ０ を 包 囲 す る よ う に カ シ メ 片 ２ ４ を カ シ メ 付 け る こ と に よ り 圧 着
固 定 す る （ 図 ４ 参 照 ） 。 す る と 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 電 線 １ ０ の 芯 線 １ １ と 端 子 金 具 ２ ０
と は 、 充 填 材 ４ ０ お よ び 中 間 キ ャ ッ プ ３ ０ を 介 し て 電 気 的 に 導 通 さ れ た 状 態 と な り 、 こ れ
に よ り 電 線 １ ０ と 端 子 金 具 ２ ０ と の 接 続 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 接 続 状 態 に あ っ て は 、 電 線 １ ０ の 芯 線 １ １ と 中 間 キ ャ ッ プ ３ ０ と の 間 は 充 填 材 ４ ０
に よ っ て 完 全 に 埋 め 込 ま れ て い る た め 、 両 者 が 異 種 金 属 で あ っ て も 、 水 分 が 入 り 込 ん で 電
食 が 発 生 す る こ と が 防 止 さ れ る 。 ま た 、 中 間 キ ャ ッ プ ３ ０ と 端 子 金 具 ２ ０ と は 、 接 続 部 分
が 露 出 さ れ た 状 態 に あ る が 、 両 者 は 同 種 の 金 属 に よ っ て 形 成 さ れ て い る た め 、 水 分 に 触 れ
る こ と が あ っ て も 電 食 は 起 こ ら な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 電 線 の 芯 線 と 端 子 金 具 と が 異 種 の 金 属 に よ っ て 形 成
さ れ て い る 場 合 で も 、 芯 線 に 端 子 金 具 と 同 種 金 属 か ら な る 中 間 キ ャ ッ プ を 被 覆 さ せ る と い
う 工 夫 に よ り 、 オ ー プ ン バ レ ル 型 の 端 子 を 使 用 す る こ と が 可 能 と な っ た 。 よ っ て 、 ク ロ ー
ズ ド バ レ ル 型 の 端 子 金 具 を 使 用 す る 場 合 と 比 較 し て 、 コ ス ト を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ＜ 他 の 実 施 形 態 ＞
　 本 発 明 は 上 記 記 述 及 び 図 面 に よ っ て 説 明 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え
ば 次 の よ う な 実 施 態 様 も 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 含 ま れ 、 さ ら に 、 下 記 以 外 に も 要 旨 を 逸 脱
し な い 範 囲 内 で 種 々 変 更 し て 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ １ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 中 間 キ ャ ッ プ は 芯 線 お よ び 絶 縁 層 の 端 末 部 を 一 括 に 被 覆 す る
形 状 の も の と し た が 、 芯 線 の み を 被 覆 す る 形 状 と し て も よ い 。 ま た 、 芯 線 の 一 部 を 被 覆 す
る 形 状 と し て も よ く 、 そ の 場 合 に は 芯 線 の 露 出 部 分 を 他 の 保 護 手 段 に よ り 保 護 す る 形 態 と
す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 （ ２ ） 充 填 材 は 必 ず し も 必 要 で な く 、 例 え ば 図 ６ に 示 す よ う に 、 絶 縁 層 １ ２ の 端 末 部 に
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例 え ば Ｏ リ ン グ ５ ０ を 外 嵌 さ せ 、 こ の Ｏ リ ン グ ５ ０ の 外 周 に 中 間 キ ャ ッ プ ３ ０ の 開 口 端 を
嵌 合 さ せ る こ と に よ り 、 防 水 性 を 高 め て も よ い 。 さ ら に 、 中 間 キ ャ ッ プ と 電 線 と の 境 界 を
シ ー ル 剤 等 に よ り 密 封 し た り 、 中 間 キ ャ ッ プ が 電 線 の 樹 脂 層 に 密 着 し て 防 水 で き る 構 成 等
と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ ３ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 中 間 キ ャ ッ プ を 端 子 金 具 と 同 種 の 金 属 製 と し た が 、 こ れ に 限
ら ず 、 例 え ば 導 電 性 樹 脂 あ る い は 導 電 性 ゴ ム 等 、 水 中 に イ オ ン 化 し 難 い 合 金 等 か ら 形 成 し
て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 電 線 お よ び 中 間 キ ャ ッ プ の 斜 視 図
【 図 ２ 】 オ ー プ ン バ レ ル 型 の 端 子 金 具 の 斜 視 図
【 図 ３ 】 電 線 を 端 子 金 具 に 接 続 す る 前 の 状 態 を 示 す 斜 視 図
【 図 ４ 】 電 線 を 端 子 金 具 に 接 続 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図
【 図 ５ 】 そ の 断 面 図
【 図 ６ 】 他 の 実 施 形 態 の 電 線 お よ び 中 間 キ ャ ッ プ の 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ ０ … 電 線
　 １ １ … 芯 線
　 １ ２ … 絶 縁 層
　 ２ ０ … 端 子 金 具
　 ２ ４ … カ シ メ 片
　 ２ ５ … 電 線 圧 着 部 （ 電 線 接 続 部 ）
　 ３ ０ … 中 間 キ ャ ッ プ
　 ４ ０ … 充 填 材
　 ５ ０ … Ｏ リ ン グ （ 弾 性 部 材 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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